
地

球

第
七
潜

は
噸
黄
変
汲
上
り
中
心
地

:･LLJ
せ
る
JrJ共
.i
-
三
隠
州

一
櫛
は
横
網
の

小
京
都
･･)
も
解
せ
ら

-;

山
の
迩
聖
地
,～i,な
し
~
旅
館
多

,
I.
派
.1
蹄

第
二
鵬

こ

高

四
〇

ひ
建
ち
此
び
､

T
舵

,1
浦
威
み
=記
し
蘭
年
期
に
み
ろ
-
の
三
石
ひ
繰
る

の
で
み
ろ
0

遠
州
盛
名
湖
の
歴
史
地
理
轡
的
考
察佐

々

木

清

治

緒

富

潰
A
T
湖
は
地
租
畢
上
恰
好
の
賓
習
域
.で
あ
る
YJ
.f試
ふ

見
地
か
q-iT斯
尊
い
あ
ら
ゆ
る
分
科
に
甘
?っ
て
此
S
湖
を

研
究
す
る
こ
亡
は
雷
味

的
あ
る
も

S
で
あ
る
｡
湖
畔
佐

防
即
ち
潮
来
三
方
原

l
帝
は
地
球
約

1
幕
に
於
て
横
山

助
教
授
の
古
生
物
畢
並
に
暦
序
撃
的
研
究
が
あ
-
､
潮

水
の
成
因
に
闘
し
て
は
恩
師
辻
村
先
任
が
北
東

『
地
形

率

に
於
て
述

べ
ら
れ
て
ゐ
る
O
湖
沼
準
的
方
南
の
検

討
は
他
日
S
機
愈
に
譲
っ

て本
稿
に
於
て
は
ま
に
巌
兜

地
理
率

的
立場
か
ら
助
の
湖
を
観
察
し
や
-
ビ
思
ふ
｡

即
ち
往
古
に
於
け
る
描
岡
猿
山
特
殊
相
JI･L
～
始
め
で
.

地
形
の
棚醗
腔
を
述
べ
'
仰
此壮
ん
戒し
鮮
出
資
池
地
理
に
･m

で
論
及
す
る
罵
り
で
あ
る
O

T
..
本
邦
描
国
法
登
蓮
史
上
に

於
け
る

〓
兇
戯

潰
名
湖
に
関
す
る
文
戯
職
集
中
余
は
最
近
偶
然
に
A
L

音
他
聞
の
寛
本
を
手
に
入
れ
た
｡
こ
の
地
園
は
琴
海
の

作
で
あ
る
三
表
は
れ
る
｡
窒
海
は
嵯
峨
帝
の
御
代
潰
名

淡
海
を
探
勝
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
第
本
の
様
を
記
赦
す

〃
Q

.7J
滝
汀
洛
名
絶
海
固

(上
略
)外
院
｡
ハ英
舷

′

贋
浦
ハ
謁
こ脊
髄
-智
曝
ノ長
岳
ハ

秀
tt･H
虎
丁
東
渥
ノ大
迫
ハ箱
二条
雀
-
幾
代
ノ宵
山
ハ
作
,E

心軟
式
丁
燐
従
患
い抑
芦川
心
別
阿
大
海
?
ト裂
類
戚
ク
甜
川テ
駄
二
八



徳
地
｢
塊
々
成
淡
海
ケ㌧徳
っ塔
々

炎
托
潮
と
勢
o
先
並

足
チ
以
丁産
別
囲

城
之
名
?綾
蟹
.〓
"

此
け
7i
放
歌
之
鱗
T
rh

引

佐
′
郡

ハ鶴
川｡
艮
lt和
知
ノ江
口

ハ通
は
甲
tr｡敷
魯
′
邑

ハ常
･:軍
蕗

協
ノ田
噂
ハ
侶
〃
乙
｡光
江
ノ
擢
防

ハ迫
川
異
シ

栗
原
-輝
家
ハ傭
い
丙
｡比
琴

紛
擾

ハ.日
日
雛
｡
輝
路
ノ
輿

ヒ
メ

櫓
ハ度
…丁
｡済
名
ノ
郡
家
ハ楢
川坤
｡自
愛

大
原
藤

"
庚

｡

越
智
ノ茂
山
ハ
桓
し辛

盛

代
′
宅
村
ハ停
いり
乾
｡舷
柏
ノ

礎
林
ハ僚
山
王
｡高
=_
陰
膳
亜
レ塾

炎
多
′帥
里
ハ
寵
…
墾

'

(中
審
)

触

智

-

血

掛

此
れ
苧

環
怖

取頃

粛

ハ
多

-

神

盟

高

山

北

淡

†

淋
如
′
淋

｡&a内千丁尭

集
魚
′

駅
簡

裁風
路
-
替

億

軌

只
-<

成

季

西

成

中

瀬

先

哲
避
丁

鳥
仇愛

.rg
智

領

免

鞘
額

菰
州
暁
猫
細
り
歴
ぬ
地
理
撃
的
考
終

略

間

右

加

害

本

奥

′
記

姥
久
元
年
仲
夏
下
旬
二
=
以
二党
澄
阿
開
梨
展
跡
ノ

本
l

蓄
レ之
ナ
永
日
午

時
稀
は鮎
サ
丁
｡

遠
江
十
三
郡
E=
三
千
六
百
十

二
丁
下
向
八
日

長
上
申
長
下
｡潰
名
句春
原
◎山
名
･周
知
｡磐
田
｡地
飼
｡

施
玉
｡
佐
野
｡敷
智
甘香
山
｡引
佐
｡

耶
和
九
年
王
反
歌
九
月
上
旬

以
1fi如
意
翰
寺
′
戚
本
7

番
=
寡
ス
之
?

産
寺
院
任
阿
悶
梨
弘
巌

釈
々
は
こ
の
他
岡
を
観

て
荘
も
に
葡
付
-

こ

亡
は
幾

何
撃
的
国
法
に
則

っ
て
描

い
て
あ
る
}J
い
ふ
革
質

で
後

世
S
給
轟
的
描
同
法
に
比

べ
て
格
段
の
相
違
を
認
め
る

の
で
あ
る
｡
次
に
湖
心
を
園
の
中
心
だ
し
て
方
位
を
定

め
た
こ
AfJ
で
あ
る
.
享
保
四
年
徳
川
竃
宗

が
日
本
輿
地

岡
を
作
ら
し
め
建
部
賢
弘
が
命
を
受
け
て
完
成
し
た
地

間
が
本
邦
に
於
て
方
代
車

不
し
た
嶋
矢
だ
ど
さ
.れ
て
ゐ

ろ
徒
舞
の
畢
説
に
射
し
て
金
は
容
海
の
此

S
岡
は
明
か

に
座
郵
粁
園
鎮
静
逆
数
土
に
於
け
る

山
大
貫
麟

ご
恩
ふ

し
か
も
方
位
の
儀
介

の
精
密
な
る
に
驚
-
の
で
あ
る
.

7

蓋

四

一



地

球

発
七
食

即
ち
放
良
寛
輿
陳
坤
発

紀
に
配
す
る
に
十
二
支
を
似
て

し
そ
の
上
に
十
干
を
組
込
ん

だこ
亡
で
あ
る
｡
容
醇
以

前
巳
に
敦
良
等
yJ
十
二
支
だ
を
用
ゐ
て
方
位
を
表
し
て

ゐ
た
｡
し
か
る
に
十
干
を
配
合
し
た
こ
亡
は
余
寡
聞
に

し
て
額
面
以
外
に
そ
の
例
を
知
ら
ぬ
o
官
印
辰
は
木

(

甲
乙
)
に
屈
し
兼
方
に
配
し
､
巳
年
未
は
火
(丙
丁
)
ド

威
し
南
方
に
配
し
'
中
西
戊
は
金

庚
草
)
に
屈
し
西
方

に
配
し
p
亥
手
並
は
水
主

翼
)
に
闇
し
北
方
に
配
す
ご

い
ふ
説
か
ら
十
二
支
S
問
に
十
干
を
織
込

ん

だ基
軸
の

弼
創
に
よ
る
も
の
だ
珊
察
さ
れ
る
｡

次
に
ま
た
こ
の
園
に
よ
っ
て
卒
安
朝
晴
代
の
湖
畔
取

落
分
布
の
状
態
を
想
如
し
得
る
｡
現
今
の
搭
名
湖
畔
の

地
陶
ビ
執
象
す
る
に
敷
智
は
明
治
廿
九
年
潰
名
郡

へ
併

命
さ
れ
'
和
条目
及
び
離
錫
は
現
今

の
和
地
｡都
路
の
地
､

柴
江
は
佐
鳴
湖
を
指
す
も
の
な
ら
ん
｡
栗
原
は
引
馬
の

騨
色目
ち
潰
給
'
比
葵
は
富
美
で
鷲
津
附
近
を
.吉
ふ
の
で

あ
ら
う
｡
洛
名
郡
家
は
湖
西

の
地
盤
的
ど
の
境
界
に
繰

れ
る
脱
落
.
幾

代
は
酉
.約
名
の
鶴
代

◎
尾
東

l
補
を
絶

押
し
.
引
佐
郡
家
は
敷
袈
方
面
の
取
落
を
指
す

の
で
あ

た
り
,フ
0
僻
常
能
○
白
虎
｡
朱
雀
｡
安
武
の
四
沖
.好
以
て
束

第
二
幼

7
71%

四
二

両
南
北
の
方
位
を
表
せ
る
ど
こ
ろ
は
潰
名
湖
四
近
に
於

け
る
四
剰
粕
旗
の
濃

い
士111
和
を
溶
映
し
た
も
の
だ
思
惟

さ
れ
る
｡

各
面
が
こ
の
地
園
を
作
製
し
た
の
は
嵯
峨
S
t御
字
で

凡

一
千
百
五
十
年
酌
の
こ
己
で
あ
亨

つ
｡
革
本
奥
の
由

に
栽
せ
た
建
久
元
年
は
七
内
三
十
六
年
前
ま
た
明
和
九

年
は
百
五
十
四
年
前
で
あ
る
.
斯
-
の
加
-
こ
の
間
は

僧
侶
に
よ
っ
て
博
審
さ
れ
た
も
の
で
原
園
の
所
在
が
明

確
で
な
い
が
余
が
色
々
粍
紫
し
た
結
巣
石
山
寺
の
桝
戚

す
る
ど
こ
ろ
ら
し
い
｡

塞
海
以
稗
徳
川
時
代
未
ま
で
に
拓
新
潮
関
係
の
古
地

園
は
種
々
の
古
文
啓
に
よ
っ
て
見
得
る
の
で
あ
る
が
い

づ
れ
も
給
轟
的
鳥
撒
国
で
あ
っ
て
地
園

だ
し
て
は
億
伯

の
少
い
も
の
で
あ
る
故
に
こ
ゝ
で
は
省
略
す
る
D
た
ゞ

渡
江
風
土
記
樽
所
載
の
問
に
潮
形
を
頗
る
正
確
に
描
い

た
も
の
の
あ
る
こ
E
を
附
言
し
て
置
-
o

u
.
漬

ttt
潮
田
の
樹
連

演
名
湖
が
そ
の
成
因
上
面
岸
中
野
隆
起
彼
の
差
別
的

沈
降
に
よ
っ
て
侮
水
が
侵
入
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
､も
.
そ
の
後
酸
に
運
ば
れ
た
紳
士
は
勧
口
を
全



-
阻
塞
し
て
終

っ
た
=
亡
は
古
文
書
に
由
っ
て
明
か
で

あ
る
｡
た
が
盗
名
川
の

T
水
に
よ
っ
て
機
か
に
湖
面
を

連
絡
し
て
ゐ

穴
に
過
ぎ
な
い
.
此
川
は
西
南
に
流
れ
て

橋
本
小
於
茶
屋
の
間
を
迫
っ
て
箱
ノ
韓
に
到
っ

て
外
海

に
洗

い
で
居
た
が
稜
に
逓

べ
る
明
旗

の鼻
に
埋
投
し
て

今
は
西
川
の
名
残
を
存
す
る
の
み
で

あ
る
｡
此
潮
口
の

閉
塞
は
古
代
よ
-
其
常
な
-
課
多
の
慶
蓮
の
あ

っ
た
こ

だ
は
文
徳
賓
錬
角
避
比
宙
紳
敵

の記
事
嘩
誉

文
明
･
明

庶
･永
正
ュ
光
波
申
管
永
の
地
顔
に
よ
-
明
か
で
あ
る
｡

文
篠
薯
録
に
は

『
湖
有

7
口
.
開
塞
無
常
'
湖
口
塞
則

民
破
水
省
､
開
則
民
政
豊
穣
'
或
開
或
嘉
紳
賞
虜
之
』
｡

i)
め
-
｡
角
避
比
古
榊
融
の
角
避
yJ
は
津
閑
の
意
上氷
で

潮
田
の
開
所
を
司
る
醐
隻
を
神
政
だ
し
て
配
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
○

現
今
の
新
居
は
往
盲
拓
名
渦
中
に
突
出
せ
る
安
藤
之

峰
に
あ
っ
た
も
の
で
.
安
藤
之
崎
は
拓
名
川
の
入
口
に

位
し
て
附
近
波
浪
荒
か
っ
た
た
め
茄
江
荒
井
等
の
地
名

が
生
じ
た
｡
高
来
重
荷
市
連
晶
人
歌
に

『
何
所
爾
可
p

船
泊
良
武
.
安
梢
乃
崎
.
梯
寛
政
竹
之
.
棚
無
小
舟
』

だ
い
ふ
こ
だ
か
ら
推
察
出
凍
る
D

波
州
爵
奄
糊
の
歴
敵
地
地
車
的
考
察

潮
目
は
腺
永
十
二
年
ニ
ー〇
六
五
年
)津
浪
の
た
め
少

し
切
れ
'
文
明
七
年
(
二
一
三
五
)
大
津
波
で
ま
た
切
れ

明
腰
七
年
八
月
廿
五
=
三

]
五
<
)
大
地
儀
未
満
噺
で

湖
面
を
隔
て
る
砂
潰
決
概
し
て
今
切
祷
口
を
生
や
O
ま

た
永
五
七

年
八
月
二
十
七
日
大
浄
伸
で
湖
口
金
-
敏
潰

す
｡
か
-
て
淡
水
湖
は
舜
じ
て
幽
水
湖
だ
な
っ
た
の
で

あ
る
0

地
鍵
の
如
き
自
然
現
象
で
開
所
や
城
町
が
幾
度
も
移

樽
し
た
こ
だ
は
人
文
地
理
上
面
白
い
問
題
で
あ
る
.
令

切
番
所
は
慶
長
五
年
に
設
置
さ
れ
た
の
で
そ
の
以
前
天

正
十
七
年
(
二
二
四
九
)
の
磯
波
大
地
展
に
は
関
係
な
か

っ
た
｡
そ

の稜
鹿
波
五
年
(
二
三
五
二
)及
同
十
二
年
八

月
十
五
旦

二
三
五
九
)南
皮
の
大
海
噺
に
は
何
れ
も
床

上
二
元

の
浸
水
を
蓋
っ
て
人
畜
の
死
傷
家
屋
舶
舶
の
洗

矢
掛
-
な
か
っ
た
の
で
移
将
の
試
適
-
同
十
四
年
に
個

所
及
び
城
町
は
藤
十
郎
附
近
に
移
博
し
て
之
を
中
新
月

だ
挿
し
た
｡
賓
永
四
年
十
月
四
日
へ
二
三
六
七
)
の
大
地

震
大
海
境
で
は
新
居
家
数
八
百
五
十
軒
の
内

二
百
四
十

7
軒
流
失
古

七
軒
潰
倒
｡高
百
七
十
石
の
内
新
田
七
十

石
卦
が
窟
磨
｡
渡
船
百
十
鯉
中
四
十
鯉
流
失
｡独
舶
五
十

二
11七

四
三



地

球

第
七
怨

鰻
破
損
溺
些

一十

1
人
こ
の
災
■他
を
破
っ
た
た
め
翌
立

.

年
住
民

7
般
現
今
の
斯
居
の
位
蕊
に
移
博
し
た
｡
安
政

元
年
十

1
月
四
A

二
五

1
巴

bJT･大
地
震
で
は
附
楯
を

伸
ひ
津
波
は
栓
本
新
田

の南
部

よ-
入
込
み
東
方
湊
口

か
ら
粟
た
も
り
だ
御
船

小屋
酌
で

相
脅
し
新
居
橋
本
の

南
部
は
忽
ち
狂
潤
恕
溝
S
東

海
だ
化
し
て
家
屋
の
濃
倒

宙
八
軒
を
算
し
た
｡

≡
'
高
名
湖
畔
に
於
け
る
往
古

の
交
通
状
態

湖
内
の
航
路
に
就

い
て
は
文
蹴

少
き
た
め
立
に
逓

rJf

る
こ
亡
は
出
来
ぬ
O
湖
畔
の
陸
上
交
通
を
史
的
に
考
究

す
る
だ
彼
の
日
本
武
奪
S
東
征
巡
路
は
着
地
岡
に
よ
る

ど
湖
北
で
あ
っ
た
ら
し
い
C
元
正
華
武
帝
常
時
の
通
路

も
湖
北
で
あ
っ
た
が
本
坂
街
道
が
開
通
し
て
二
見
純
だ

耕
し
先
の
は
淳
和
帝
天
長
年
中
で
あ
っ
た
｡
こ
の
峠
代

に
は
三
箇
日
か
ら
鞍
骨
峠
を
経

て
井
伊
谷
に
過
や
る
道

路
も
完
成
し
た
｡
現
今

東
海
道
線
の
通
過
せ
る
湖
南
方

南
の
変
旭
が
費
達
し
た
の
粛
後
世
の
こ
}J

だが
.
前
文

『
粛
禅
大
道
虜
朱
雀
j
よ
-
推
考
し
て
'
巳
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